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活
動
報
告 

 
第
１６
回 

交
流
サ
ロ
ン
報
告 

 

テ
ー
マ
：
高
槻
市
の
福
祉
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て 

 

講 

師
；
高
槻
市 

福
祉
部 

福
祉
政
策
室
長 

神
門
明
氏 

 

日 

時
；
平
成
１７
年
６
月
４

日
（
土
曜
日
） 

 

場 

所
；
高
槻
市
市
民
公
益

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会

議
室 

 

目 

的
；
福
祉
の
法
制
度
の

変
更
、
財
政
的
変
化
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
、
少
子
化
等

が
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
迫
っ
て

来
て
、
社
会
弱
者
等
の
福
祉

に
於
い
て
、
問
題
が
山
積
み

の
感
じ
を
受
け
ま
す
。 

こ
の
現
実
の
問
題
・
課
題

の
整
理
解
決
法
を
市
民
に
発

信
し
、
市
民
の
理
解
と
認
識

を
深
め
考
え
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。 

社
会
・
経
済
状
況
の
変
容 

１ 

少
子
高
齢
社
会
へ
の
急

速
な
進
展
が
も
た
ら
す
も
の 

 
２
千
１５
年
の
老
人
比
率
は
、

大
阪
府
内
で
は
、
高
槻
市
が

ト
ッ
プ
に
？  

１
、
高
槻
市 

28･

60
％ 

２
、
豊
中
市 
28･

32
％ 

３
、
堺 

市 
28･

02
％ 

４
、
松
原
市 

27･
09
％

地
域
福
祉
と
は
、 

（
日
本
経
済
新
聞
社
の
「
ニ
ッ
ケ

イ
デ
ー
タ
ー
」
よ
り
引
用
） 

 

人
間
関
係
の
希
薄
化 

 

社
会
を
支
え
る
層
の
減
少

（
要
支
援
者
の
増
加
） 

２ 

経
済
の
低
迷
と
三
位
一

体
改
悪
に
よ
る
地
方
財
政

（
高
槻
市
） 

 

三
位
一
体
の
改
革
：
国
庫

補
助
負
担
金
の
削
減
、
地
方

交
付
税
の
見
直
し
、 

 

地
方
へ
の
税
源
委
譲
を
含

む
税
源
配
分
の
見
直
し
。 

３ 

社
会
保
障
制
度
の
今
後

（
年
金
、
介
護
保
険
、
医
療
） 

こ
れ
か
ら
の
福
祉 

（
意
識
改
革
の
必
要
性
） 

１ 

措
置
か
ら
契
約
へ 

 

介
護
保
険
制
度
・
障
害
者 

会
員
便
り 

関
西
大
学
公
開
講
座 

『
世
界
を
巡
る
‥ 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
』 

を
受
講
し
て 

【
聴
講
の
動
機
】 

私
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ

い
て
聴
講
し
た
い
と
思
っ
た

動
機
は
、
多
分
に
興
味
本
位

的
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。 

一
つ
は
宗
教
上
の
戒
律
で

す
が
、
私
が
以
前
勤
め
て
い

た
製
造
業
の
会
社
で
も
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム

の
人
達
が
研
修
に
来
て
い
ま

し
た
が
、
一
日
五
度
の
定
め

ら
れ
た
時
刻
に
行
う
礼
拝
は 

欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

支
援
費
制
度 

２ 

地
域
福
祉
の
必
要
性

「
地
域
福
祉
と
は
？
」 

 

縦
割
り
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
限
界 

お
わ
り
に 

"

地
域
の
ル
ー
ル
づ
く
り" 

 

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
住

み
よ
い
、
快
適
な
ま
ち
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
み
ん
な

で
つ
く
っ
て
、
み
ん
な
で
守

る
、
ま
ち
の
ル
ー
ル
を
決
め

る
こ
と
が
有
効
な
方
法
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
福
祉
と
は
、
誰
も
が 

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で 

現
地
工
場
に
行
っ
た
時
も

そ
の
構
内
に
は
わ
ざ
わ
ざ
礼

拝
場
所
が
広
く
設
け
て
あ
る

の
を
見
ま
し
た
し
、
断
食
に

も
驚
き
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
も
、
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
を
は
じ
め
中
東
各
地

の
紛
争
や
果
て
し
無
く
繰
り

返
さ
れ
る
テ
ロ
事
件
が
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
と 

と
て
も
不
気
味
で
心
配
で
す
。 

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
歴
史

的
背
景
を
理
解
し
、
も
っ
と

視
野
を
広
げ
る
よ
い
機
会
だ 

と
思
い
ま
し
た
。 

【
イ
ス
ラ
ー
ム
〜 

宗
教
と
社
会
】 

講 

師 

小
田
淑
子
教
授 

○
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
ア
ッ
ラ 

安
心
し
て
、
い
き
い
と
暮 

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

住
民
や
地
域
の
各
種
団
体
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
・
行
政
な
ど
が

連
携
し
、
制
度
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
の
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
お

互
い
に
助
け
ら
れ
た
り
、
助

け
た
り
す
る
関
係
を
築
き

な
が
ら"

共
に
生
き
、
支
え

あ
う
社
会
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

S･

O 

ー
を
唯
一
神
と
す
る
厳
格
な

一
神
教
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

キ
リ
ス
ト
教
を
同
じ
伝
統
に

属
す
る
と
認
め
て
い
る
。 

○
キ
リ
ス
ト
教
と
の
相
違
は
、

聖
職
者
の
制
度
、
国
家
か
ら

独
立
し
た
教
会
が
な
い
、 

む
し
ろ
ユ
ダ
ヤ
教
に
近
い
が
、

ユ
ダ
ヤ
教
が
民
族
宗
教
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
は
世
界
宗
教
と
し
て
、
信

者
は
中
東
各
地
か
ら
ア
フ
リ

カ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
拡
が
り
、
十
二
億
人
と

も
云
わ
れ
世
界
人
口
六
十
億

人
の
５
分
の
１
を
占
め
る
。 

○
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
は
生
活

様
式
と
一
体
化
し
て
お
り
、
精

神
と
生
活
は
切
り
離
せ
な
い
。 

 

従
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
や
大
乗
仏
教
（
日
本
）
の

国
々
に
較
べ
近
代
化
は
遅
れ

て
い
る
。 

○
イ
ス
ラ
ー
ム
の
国
へ
行
く

と
誰
も
が
「
イ
ン
シ
ャ
ー
ラ

（
神
が
お
望
み
な
ら
ば
）」
の

受
け
答
え
の
言
葉
を
聞
く
、

人
生
は
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
こ
と
を
上
手
に
教
え
て
き

た
の
が
宗
教
な
の
か
。 

○
イ
ス
ラ
ー
ム
と
聞
く
と
直

ぐ
血
生
臭
く
て
怖
い
こ
と
を

連
想
し
ま
す
が
、
彼
ら
が
何
故

そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の

か
、
こ
の
講
義
で
イ
ス
ラ
ー
ム

の
こ
と
を
も
っ
と
理
解
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

Ｔ
・
Ｙ 

アジサイ 
 ６月の花といえば「あじさい」がいちば

ん思い出される花ではないでしょうか。 

漢字で書くと「紫陽花」、色も紫、ピンク、

青、白などあり、一見はなやかです。 

花言葉は「辛抱強い女性」「元気な女性」

「謙虚」とありました。６月の初旬より７

月の初旬まで見頃の長い花です。 

俳句の季語は、勿論「夏」、呼び方も花び

らのように見える四枚の「がく」から「よ

びら」、咲き始めから色が七変化することよ

り「七変化」ともいわれる。   T・N 

 

四季彩 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

 

会員募集 
活動内容等は会員に確認す

るか、下記ホームページを 

見て下さい。 
http://web3.ibj.co/~kirin/ 

高槻市市民公益サポート 

センターのＨＰからも 

リンク出来ます。 
 

後 

記 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

と
は
地
域
や
社
会
の
課
題
を
解

決
す
る
為
の
取
り
組
み
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
い
う
手
法
で
展
開
す
る

こ
と
で
す
。 

私
た
ち
V
・
G

槻
輪
も
こ
の
C
・
B
（
愛
称
）

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
意
見
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

 

S
・
N 


